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児童 57.5 32.1 3.8 3.8 2.8 3.5 A

田中 義和　（関町町会会長）

経営計画の重点目標について、保護者、児童（５，６年生）、教員の三者にアンケートを実施し、比較検討す
る。４段階評定では平均値を評価の目安とする。また、４段階評価で「４」と「３」の割合の合計を指標化して、
Ａ～Ｄで示した。「分からない、無記入」の割合が大きくなると、指標が低くなり、平均値との整合性がとれない
場合もある。

【指標】
　　Ａ…85％以上が３以上の（肯定的）評価
　　Ｂ…85％未満70％以上が３以上の（肯定的）評価
　　Ｃ…70％未満55％以上が３以上の（肯定的）評価
　　Ｄ…55％未満が３以上の（肯定的）評価

授業は、わかりやすく楽しいですか。
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全体的に見て、授業はわかりやすい
ものになっていますか。

平成23年3月17日
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教科の指導で、児童によく分かる授
業
を心がけていますか。

アンケートの内容

学校評価についての報告

39.2保護者

50.0

【アンケートの評定】
４…そう思う 3…比較的そう思う
２…あまりそう思わない １… そう思わない

3.4

A

平成２２年度 石神井西小学校

1 学校関係者評価委員の構成及び主な活動
① 評価委員の構成

石井 逸代 (石神井西小学校応援団団長）

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         校 長 佐藤 幸穗

協 議 内 容 等

② 主な活動

中島 知子 (石神井西地区青少年委員）

橋本 幸枝 (22年度本校ＰＴＡ会長）

室井多美子  （21年度本校ＰＴＡ会長）

山田貴美子　（青少年育成関地区委員会副会長）

開催日時 会 場

学校経営方針・経営計画の説明、学校評価について
の質疑・応答

平成23年 3月 2日 石神井西小学校 応接室 学校評価アンケート（自己評価）をもとに関係者評価の実施

平成22年12月15日 石神井西小学校 応接室

石神井西小学校 応接室平成22年 7月 2日

学校公開での授業や行事等での児童の様子について
学力調査、新スポーツテストの結果について

２ 自己評価の結果（保護者、児童、教員のアンケート結果）
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道徳の指導に力を入れていると思い
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学校では、コンピュータや視聴覚機器
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保護者会や授業参観など、学校を公
開する意義を理解し、そのための努
力をしていますか。
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動がありますか。

学校では､伝統ある行事や特色ある
教育活動が行われていると思います
か。
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学校は、学校教育目標や学校教育
方針をわかりやすく伝えていると思
いますか。
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学校では、学級活動や児童会の活
動、学校行事に多くの児童が楽しく、
積極的に参加していると思いますか。
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体力の向上、健康の保持促進や安全
等について、適切な指導を行っていま
すか。
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学校は､地域の活動に協力的であり、
また必要に応じて地域の意見や要望
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３ 学校関係者評価

○ 東京都学力調査（　第4学年対象 22年1月実施）の結果をもとに
・ 国語の「読む力」「書く力」の基礎、基本は定着している。言語事項で、漢字の読み、書きの力が､

           都や区のレベルより若干下回っているので、繰り返しの練習などが必要である。
・ 低・中学年では､音読カード等を活用し、家庭学習の習慣化を図っているのは効果的である。
・ 算数は､各領域、観点で都や区の水準よりも高く、良好といえる。日常の小テスト等による繰り返

            しの指導や個に応じた指導、分かる授業の工夫の結果と考えられる。
○ 生活実態、生活リズムの調査結果をもとに

・ 同様の調査を毎年行っており、過去のデータと比較できるのがよい。10年前と比べ、夜更かしを
           する児童は少なく、テレビやゲームの時間も時間も短くなっていることが分かる。「早寝・早起き・
           朝ご飯」の呼びかけが浸透し、保護者の意識も高くなっていると思われる。

・ 放課後に体を使って遊ぶ子供は少ない。子供の居場所づくりである「ひろば」の役割は大きい。
○ 11月ふれあい月間での児童の生活実態・意識調査（いじめ、交友関係等）をもとに

・ アンケートからは、友達との人間関係も良好で、それぞれに居場所があり、学校生活に満足して
いる様子がわかる。実際に、いじめ等の問題はないのか。（質問）　いじめが表面化しない「見え
ないいじめ」にどう気づくかが大切である。

・　「困ったとき、だれに相談するか」の設問で、「先生に」という回答の割合が低いよう思う。教師と
児童の信頼関係が何より大切である。

○ 研究発表会に出席して
・ 担任と子供との一体感が感じられた。教師の生き生きとした表情やメリハリが子供の心をとらえ、

引っ張る力だと思った。
・ 一人一人の子供の発言ていねいにあつかい､励ましている様子を見ることが出来た。
・ 子供がハキハキしている。子供の自主性を伸ばしているように感じた。
・ 黒板の字が小さく､見えにくい学級もあった。視覚に訴える板書の工夫も必要である。

(１) 第1回学校評価（１２／１５）

(２) 第２回学校評価

　【学力向上について】
・　「分かる授業」の設問に対しては、保護者、児童、教員の4段階評価の平均値は、３．４以上と高く、日々

の授業を大切にして、わかりやすい授業を行っているといえる。授業の工夫についても評価されている。
・　「学習の目当てが明確になっているか」は、学校公開での保護者アンケートの4段階評価でも、3．7

　　　（10/28）、3．8（2/18）と、極めて高い。授業のめあてを児童自身もはっきりと把握していることが、学習
への意欲、集中力につながる。

・ 返事や話の聞き方などの学習規律の面でも良好である。低学年のうちからきちんと指導され、定着しつ
つある。

・　ＴＴ、少人数指導等の指導法の改善については、学年で指導内容や指導法の共通理解を図り、個に応
じた指導の充実が課題である。

・　「コンピュータ等の教育機器の活用」については、保護者アンケートでは、約４６％が「分からない」と回
答しているため、指標も「Ｄ」となっている。一方、児童はパソコンを使って調べ学習をしたり、いろいろ
なカードを作成する機会も多く、約７０が「コンピュータ等を使って学習する機会が多い」と答えている。



　【豊かな心の育成】
・ 児童の人間関係の面では、アンケート結果を見る限り、保護者も児童も教員も昨年度よりも平均値の
数値が高くなっている。（保護者 3．０から3．２ 児童 3．６から3．８ 教員 2．９から3．４）　児童
の生活意識調査からも全体的に見て児童同士の人間関係が良好で、楽しい学校生活を過ごしている
様子がうかがえる。

・ いじめ、不登校については、学校として早期発見、対応に努力し、問題が深刻化する前に解決できた
と考えている。一方、保護者にとっては、いじめや不登校は関心の高い問題であるが、直接関係して
いない場合、対応等は見えにくく、「分からない」が６割に及んでいる。

・ 基本的な生活習慣や規範意識の面では、保護者、児童、教員とも指標は「Ａ」である。学校生活の約
束や話の聞き方などは、かなりよくできている。学校や家庭でも意識して指導し、児童自身の実践力
も高まっているといえる。しかし、あいさつの励行の面では、問題点が指摘されている。

・ 道徳の時間を初め、道徳教育の充実に力を入れているが、心に響く道徳教育にするために工夫・改善
が必要である。

・ 日々の授業を大切に、分かる授業、楽しい授業に努めていることがアンケートの結果からも分かる。
・ 道徳の指導について、保護者アンケートでは指標が「C」になっている。道徳地区公開講座も含め、
関心や理解を深めてもらうことも必要である。

・　「いじめ」は､保護者には直接関係ないと情報が入ってこないようである。日ごろから、担任と保護
者、学校とPTAなどとの意思疎が大切である。

・ 近くで、若者の自殺があった。「死」を簡単に選択する。子供たちの意識の中から「怖い」「傷つく」
というような感覚が希薄になっているのではないかと思う。「命の重み、大切さ」をどのように実感
させていくか、大きな課題である。

・ .学校、学級で気持ちが安定していなければ、学習や生活がきちんとできない。学級の中での相互
信頼や満足感が大きなウェートとを占める。

・ 少人数指導では、教師間の連携が大切である。教え方や取り扱う内容を共通にしてほしい。
・ それぞれの担任のよさや特性を生かしながらも、学習の進度や宿題の出し方など、共通にしてほし
い。

・ 展覧会での作品は、それぞれ個性があってよかった。参加型の造形活動もよかったし、その取組に
縦割り活動が生かされているの石西小のよさである。

・ 特別支援学級の作品も見応えがあった。よく指導されていると感じた。
・ 担任がよく外遊びをするので、あまりみんなで遊ぶことが好きでない子も、外遊びをしているようで
嬉しい。担任の影響は大きい。

・ 前回の評議員会でも話題になったが、あいさつが出来ない。高学年ほどその傾向があるようだ。
職場に実習生が来るが､あいさつが出来ない子は何もできない。あいさつは社会生活の基本。
学校でも家庭でもしっかり指導していきたい。、

　【意見・感想等】

　【健康な生活】
・ 健康や安全についての保護者の意識は極めて高い。生活リズムや生活実態調査でも、１０年前の同
じ調査と比較し、就寝・起床時刻が早くなっている。特に高学年の夜更かしは大幅に減少している。こ
のことからも、「早寝・早起き・朝ご飯」等の基本的生活習慣が定着してきているといえる。

・ スポーツテストの結果では、高学年のレベルが高くなっている。中学年は、全国平均を下回っている
種目 が多い。

・ 食育教育の面では、朝食を摂ってこない児童はごくわずかであるが、栄養のバランスに欠ける点が気
になる。給食では、食べ終わるのに時間のかかる児童、食べ物の好き嫌いをする児童が少なからず
いる。

　【開かれた学校づくり】
・ 経営方針等の周知徹底では、指標Ａには届かないが約８５％が肯定的評価をしていることから、説明
責任は果たしているといえるが、約１０％の保護者は不十分と考えている。

・ 保護者や地域との連携では、保護者も教師も概ね満足しているといえる。しかし、保護者会や個人面
談での意見や要望が反映されていないことの指摘もある。

・ 学校の公開では、保護者、教員の平均値も指標も高く、学校の公開の努力が保護者に評価されてき
ているものと言える。



◎ 研究の成果である「かかわりあい」や｢学び合い」は、国語に限らず､各教科や領域に広げていく。
◎ 学習のめあて、黒板や教育機器の活用などの授業改善に努める。
◎ 今後とも基礎基本の定着に努め、確かな学力の向上を図る。そのために繰り返しの学習や、音読カ
ードや日記、読書、計算などの宿題を課す等、家庭との連携で基礎基本の定着を図る。

◎ ノートや作品等をよく見とり、励ましや賞賛等のコメントを付けるな、のきめ細かい丁寧な指導を行う。
◎ 道徳の時間を要としながら、心に響く道徳教育の充実を図り、豊かな心を培う。
◎ 学級による取組の差をなくし、学年での同一歩調を大切にする。また。少人数指導では、内容や進
度の共通理解を図る。なお、個に応じたきめ細かい指導を行うため、習熟度別の学習を拡大する。

◎ 総合的な学習等での体験活動やゲストティーチャーを招いた授業は、次になった学年も実施する
するよう引き継ぎ、全体計画にも位置づける。

◎ 話を聞く態度などの学習規律は確立されてきている。全校の共通理解、一致した指導のもとで、廊
下の歩行や清掃などの生活指導の充実を図る。

◎ あいさつがしっかりできるよう、家庭とも連携し年間を通して取り組む。
◎ 健康な体、体力の向上も課題である。低学年から体を使って遊ぶなど、運動に親しむようにさせる。
◎ 教師が一緒に遊ぶ機会をつくるなどして、外遊び、クラス遊びを意図的に計画する。

４ 改善事項


